
雨量観測所： (木曽川) 薮原,西野川,福島,王滝,三浦,三留野,福岡,笠置,黒川,高根,胡桃島,湯屋,下呂,大原,小川,和良,(神渕),三川,(上麻生)
開田(気),付知(気),中津川(気),金山(気)

(長良川) 大鷲、那比、太之田、中切、洞戸、葛原、八幡(気)、美濃(気)、岐阜(気)
(揖斐川) 徳山、(春日)、金原、多良、(牧田)、揖斐川(気)、樽美(気)、関ヶ原(気) ＊（　）についてはＨ11より廃止
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近年は渇水が頻発
(年によってバラツキが拡大し、渇水年の降水量は非常に少ない)

■木曽川水系における年降水量は減少傾向であり、年によってバラツキは拡大。
■特に「渇水年」と呼ばれた年の降水量は非常に少ない。

少雨化によって
ダムの供給可能量も

大きく低下
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木曽川水系年降水量の経年変化

－１-①－

[※１]
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　【凡例】 徳山ダム 長良川河口堰 味噌川ダム 阿木川ダム 岩屋ダム

愛知用水 三重用水 自流 地下水 その他

一日 大取水量(実績) 一日 大取水量(想定)

近年の少雨化傾向を踏まえて平成16年に見直した、木曽川水系水資源開発基本計画における水需給バランス

－１-②－

■昭和40年代に行われたダム等の計画は、昭和１７年～昭和４２年の河川流量を基に供給が可能と見込まれる水量を設定。

■近年の少雨化傾向を踏まえ、昭和５４年～平成１０年の２０年間の河川流量を基に安定供給可能量を設定。

ダム計画当時の安定供給可能量は、近年２０年に２番目の渇水年（２/２０）に対して約６割に低下、近年 大渇水年(平成６年)
では約３割まで低下している。

[※２]

木曽川水系における水資源開発基本計画 都市用水（水道用水及び工業用水）の県別・用途別需給想定一覧表(H16.5)を基に作成

水系全体 都市用水
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